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株価急上昇

出典：Google



業績は急回復

出典：マネックス証券



外部要因＝鋼材価格の上昇

出典：日本製鉄 2023年3月期第3四半期決算説明資料

なぜ業績は急回復したのか？

内部要因＝経営改革

鹿島/和歌山/広島等のライン休止

高付加価値製品への集中

価格の適正化

https://www.nipponsteel.com/ir/library/pdf/20230209_500.pdf


現状整理

● 現在の鋼材価格上昇は一時的である可能性が高い

○ コロナ禍や北京五輪における中国をはじめ世界各国の生産量の減少

○ 経済回復に生産が追いつかず

○ 中国経済（需要）が回復すれば需要は増えるが、生産も増える見通し

● 日本製鉄の構造改革効果は継続

○ 固定費の引き下げにより損益分岐点が低下

○ 高付加価値化、価格交渉等により利益を出しやすい体質に

○ 海外企業の買収など、成長戦略も推進

● 「妥当な利益水準」で割安感を判断



妥当な利益水準

事業利益：6,000億円

純利益：4,000億円

↓

時価総額：3兆円

PER：7.5倍
※過去5年平均8.8倍

配当利回り：4.0%
※注意事項
・時価総額は3/10時点
・配当性向30%を仮定

出典：日本製鉄 2023年3月期第3四半期決算説明資料

https://www.nipponsteel.com/ir/library/pdf/20230209_500.pdf


日本製鉄への投資要点

● 一時的な外部要因の影響は大きいが、構造改革も奏功しているため、暴

落の可能性も低いのではないか

● 妥当PERは7.5倍程度、過去平均PERは8.8倍とやや割安感

● ただし、中長期的な鉄鋼株のリスクは小さくない
○ 景気変動の影響を強く受ける

○ 中国企業の生産動向など、シクリカル性が強い

○ 国内需要は縮小見込み（地産地消なのでなくなりはしない）

● 長期で持つには不向き、当面の株価がどれだけ上昇するか？



素晴らしい銘柄を探そう！

● 本当に素晴らしい銘柄は、長期間にわたって成長を続ける

● 見極めるポイントは、実績、ビジネスモデル、経営者の考え方

● 理想の投資法は「素晴らしい企業を見つけ、それを良いタイミングで買い、

素晴らしい企業である限り持ち続けること」

無料メールマガジンへのご登録を！


